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正しい配列では、赤線がコネクタハウジングの2番の位置

に刺さっています。誤ったピン位置のものは、コネクタピ

ンを挿しかえる事で正常にご使用頂けます。

お手元の製品が該当するお客様は、下記手順によりピンを

挿し換えてご使用ください。

ピンのストッパータブ

赤い線をいったんハウジングから抜きます。左図にある

ように、先の細いものでストッパータブを軽く押しなが

ら、ピンをハウジングから抜きます。

抜く時にストッパータブを押しているため、ピンをハウ

ジングに挿す前に、ストッパータブを起こします。（ご

くわずかで結構です。起こしすぎても正しくストッパー

が働きません。）

ストッパータブがロックされるまで、ピンをハウジング

の正しい位置に差し込みます。

ケーブルの反対側も同様に差し替えます。

上記の配列が誤っているケーブルを使用した場合、通常の動作について特に不具合が発生す
ることはありません。このケーブルは、2枚のRCB-1 を接続して、受信機からの信号の同期
スタートのためのものですが、送受信機の距離が離れたり、ノイズの発生などによる、受信
機出力が不安定になった場合の動作安定のために使用するようになっています。

スタートリンクケーブルの不具合について

コネクタピンの挿し換え手順


